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研究成果の概要（和文）：時間情報について空間情報（GIS）と同様な解析環境を実現するため、暦法変換機能、時間
名辞書および基盤年表が時間基盤情報として構築された。これらには、日付を表す文字列を解釈する機能やLinked Dat
aを通じて他の研究資源と連携する機能など、新たな試みも実装された。また、本研究グループで開発された時間情報
システムHuTimeについて、基盤情報にあわせた改良やデータエディタが構築され、時間基盤情報と解析環境との連携が
図られた。これらの成果は、利用事例、関連する論文などとともに専用のWebサイトで公開されている。

研究成果の概要（英文）：Three kinds of basic time information which consist of calendar conversion, event 
index and basic chronological tables were constructed to realize analysis environment for time information
 at the same level of spatial information (GIS). A function to interpret character strings indicating a da
te and a function to link other resources through the "linked data" were introduced into the system for th
e basic information. Event index and basic chronological tables can be visualized in a time information sy
stem HuTime which was developed by our research group, and can be rearranged by newly developed data edito
r software for HuTime. Basic information and software developed in this study are provided from our web si
te.
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１．研究開始当初の背景 
複数の GIS ツールが時間情報を扱う機能

を実装し、「時空間」という視点で多くの研
究成果が上がっている。しかしながら、時間
情報は空間情報を補完するものという扱い
が多く、時間情報を積極的に解析した研究事
例は少ない。その原因として、時間情報につ
いて、GIS のような可視化や解析を担うツー
ルが存在しないこと、そして、空間情報での
ベースマップなどに相当する基盤情報とそ
の提供環境が未整備であることがあげられ
る。前者については、本研究グループを中心
に GIS のような視覚的な操作による時間情
報の解析を実現する HuTime を完成させた。
その一方、時間に関する基盤情報を提供する
環境は依然として未整備のままであった。 

 
２．研究の目的 
時間基盤情報の一つは、時代区分や転換点

となる重要なイベントの情報を含む基盤年
表で、空間情報のベースマップに相当する。
地図と同様、解析対象が時間軸のどこに位置
しているのかを知る手掛かりとなる。これに
関連して、地名辞書のように「終戦」、「関東
大震災」といったイベント名を日付と関連付
ける時間名辞書も必要となる。さらに、時代
や地域によって異なる暦法を正規化するた
めの暦法変換の機能は空間情報の測地系変
換と同様の役割を果たす。 
本研究では、これら３つの時間基盤情報を

蓄積・提供するための実証システムを構築し、
技術的な問題点の洗い出しやその解決策を
検討することを目的とした。これにより、時
間情報解析を進めてゆくための礎が完成し、
空間情報と時間情報が綿密に関連した本格
的な時空間解析が可能になる。 

 
３．研究の方法 
（１）資料収集とデータ 
基本年表や時間名辞書については、一般的

なイベントを偏りなく網羅するため、図書館
業務で用いている件名標目（LCSH 米国議会図
書館、NDLSH 国立国会図書館）や中学高校の
教科書などを活用する。暦法変換については、
和暦とユリウス/グレゴリオ暦（西暦）を中
心に、共通の時間軸となるユリウス通日との
相互変換を実現するための変換テーブルの
データや変換式を収集する。 
 

（２）データ構造とインタフェースの設計 
実際の研究現場での時間基盤情報の利用

方法を想定しながら、データ構造やインタフ
ェースの設計を行う。データ構造では、～頃
などの曖昧な時間や幅のある時間に対応す
る方法についても検討する。また、インタフ
ェースについては、利用者が Web 画面などか
ら直接操作するためのものと、他のソフトウ
ェアが利用するためのインタフェース（アプ
リケーション・プログラム・インターフェー
ス－API）の両方を想定する。 

 
（３）システム構築 
実証システムを構築しながら、資料収集か

ら蓄積・提供までの運用手順を確認するとと
もに、構築したシステムを使っての他の規格
や空間基盤情報との互換性、動作速度などの
技術的な課題、検索用インタフェースの使い
勝手の評価など、問題点の抽出と検討を行う。 

 
４．研究成果 
（１）暦法変換機能の提供 
暦法変換や時間に関する演算など、時間情

報の解析に必要な機能を含む時間情報モジ
ュールがまず開発された。その機能の一部が
表計算ソフト（MS-Excel）のアドインとして
実装されて関係者の間で実証試験が行われ
た。この結果を踏まえながら、３つの暦（ユ
リウス/グレゴリオ暦、和暦、ユリウス通日）
についてデータを収集し、機能を Web ページ
上で一般に公開した。 

 

一般公開された暦法変換システム 

（日本語）http://www.hutime.jp/basicdata/calendar/ 

（英語）http://www.hutime.org/basicdata/calendar/ 

公開された機能には、日付を表す文字列
（旧字や異体字を含む）を解釈する機能が実
装され、ユーザインタフェースとして利用さ
れた。これにより、従来は年月日をそれぞれ
別々のテキストボックスに入力していたも
のを、歴史文書や表計算ソフト上の日付文字
列をそのままコピー＆ペーストすることで
容易に暦法変換機能が利用できるようにな
った。これらの日付文字列を解釈する機能に
ついては、東京大学史料編纂所の協力を得な
がら、実際の史料に登場する日付表現を使っ
た検証が行われ、和暦の日付についてはほと
んどのケースで対応できることが確認され
た。 
実際の利用を踏まえた検証も行われ、変換

速度の点では 3000 件程度の変換を一度に行
っても1秒以内に結果が返されることが確認
されている。また、公開サイトには、和・英
の利用マニュアルを整備するとともに、出典
などの詳しい情報を掲載するなど、利用に向
けた体制を構築した。 
今回は３つの暦のみを正式な対象とした

が、タイ仏暦、ヒジュラ暦（イスラム暦）、



ユダヤ暦の変換機能を試験的な機能として
公開している。さらに、中国暦や東南アジア
諸国の暦についてその利用状況などの情報
を収集し、今後の機能拡張に備えた。 
 

（２）基本年表と時間名辞書 
各国の歴史教科書や件名標目表などから

時間表現を伴う記事（出来事、人物の生没年、
政権や王朝の存在期間など）約 8,000 件を抜
き出しデータ化した。これらのデータを用い
ながら、時間名に基づいて時間範囲や関連す
る情報を出力するプロトタイプシステムを
構築した。関連分野の研究者などによる機能
を検証の結果、Web ページからの利用はもと
より、解析ツールとの連携や Linked Data へ
の展開の必要性が確認された。 

 

時間名辞書のプロトタイプシステム 

 
（３）時間情報システム HuTime との連携 
時間名辞書の機能では、検索結果や各イベ

ント等の詳細情報を HuTime で利用可能なデ
ータ形式で出力する機能を実装し、時間基盤
情報と解析環境との連携を図った。これによ
り、検索結果をそのまま年表とし利用するこ
とが可能になる。また HuTime を改良し、複
数のデータセットからなる年表を同じレイ
ヤとして表示する機能やWeb上の情報を取り
扱う機能を実装し、複数の主題からなる基盤
情報をより効果的に可視化や解析に活用で
きるようにした。 
さらに、収集した基盤情報の整理や利用を

容易に進めるため、HuTime 用のデータエディ
タを構築し、一般に公開した。 

 

一般公開された HuTime 用のデータエディタ 

 

（４）他の情報資源との連携 
Linked Data により他の情報資源と連携す

ることを想定し、時間名辞書では、RDF
（Resource Description Framework）形式の
データを出力する仕組みを実装した。また、
Linked Data で基礎となる個々の日付や暦を
識別するための URI（Uniform Resource 
Identifier）の構造を検討し、それに基づい
て特定の日付に関する情報（各暦法による日
付表現、前後の日付など）や関連情報へのリ
ンクをRDFにより出力する仕組みを実装した
試験的なサービスの提供を開始した。 
 

 
RDF により表現された時間名辞書のデータ 

 
（５）成果公開 
時間基盤情報の提供に用いる Web サイト

（日本語版、英語版）を立ち上げ、供用を開
始した。この Web サイトでは、時間情報シス
テム HuTime のソフトウェア本体、本研究で
構築された暦法変換の機能や HuTime 用のデ
ータエディタを提供するとともに、利用事例、
関連する論文、報告書、学会発表のプレゼン
テーションデータなども掲載している。また、
本研究のテーマである時間基盤情報につい
てもその必要性や概要について解説してい
る。 
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